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 1.はじめに 

 オブジェクト指向言語によるソフトウェア開発にお

いて，過去の事例を参考にして開発（再利用）する

場面は多い．再利用を積極的に用いることでソフト

ウェア開発を支援することができる．過去に通信ソ

フトウェアの上流工程で事例ベース推論の適用を

試みた[1]．上流工程で試みた理由は，上流工程が

下流工程よりも再利用の効果が大きいと考えたか

らである．しかし下流工程(プログラム開発・コーデ

ィング)における再利用は部品自体に直結しており，

初級者には理解しやすい．また過去に再利用へ向

けた事例ベース推論アプローチもある[2]．そこで高

等専門学校での初級教育段階におけるオブジェク

ト指向開発実習においてサンプルコード再利用に

関する事例ベース推論の適用を試みている[3]．そ

こで試作システムの概要を述べる． 

 

2.オブジェクト指向と事例ベース推論 

オブジェクト指向ソフトウェア開発では，ソフトウェ

ア部品の充実とともに，フレームワークやデザイン

パターンといった再利用を前提とした考え方がある． 

一方，事例ベース推論は過去の事例を参考にして

類推により問題を解決しようとするアプローチであ

る． 事例ベース推論の利点として，事例を増やす

毎に対処可能な問題が増加する．そこでオブジェ

クト指向開発と事例ベース推論は，再利用の観点

からも相互補完関係に持ち込めるものと考える． 

 

3.試作システムの目標 

試作システムはユーザが入力したキーワード群を

基に事例ベース推論を用いて，ユーザが求める事

例に類似した事例を表示する． 

試作システムの目標は Fig.1のとおり． 

 
Fig.1  試作システムの目標 

 

3.1.類似性について 

事例ベース推論システムでは事例間の類似性をど

う捉えるかが重要である．プログラム自体の類似性

(構造やクラス名，プロパティ名，メソッド名)を拠り所

に試みた例は過去にある[2]．しかし仕掛けが複雑

になり，プログラム自体の類似性の比較が困難で

あるため，間接的方法「プログラムに分野とキーワ

ード」を付加し，「キーワード集合，ユーザモデル，

利用環境」間の類似性をとる方法を採用する[3]． 

 

3.2.サポート 

この試作システムでは事例の表示(Fig.2)において

2 つのサポートを行う．1 つはユーザが選択したサ

ンプル事例により，サポートを変えた選択表示を行

う．2 つはユーザが希望するキーワードと関連深い

キーワードも表示し，検索サポートを行う． 

 
Fig.2 試作画面 類似候補の選択・表示 

４．考察 

試作システムにおける事例ベース推論やサポート

は事例への適切なキーワード付けが前提であるた

め，キーワード付けは重要である．現在はキーワー

ド付けは人手で行うため恣意的な面もあるが，サン

プルプログラム中のコメント等から抽出する方法も

検討したい． 

５．おわりに 

本稿は試作システムの概要を述べた．この試作シ

ステム上に画像分野のＪａｖａサンプル事例を対象と

して，事例べース推論の実験を行う為の準備段階

にある．今後，事例となるサンプルコードを増し，評

価実験を行う予定である． 
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